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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成26年2月27日(2014.2.27)

【公開番号】特開2012-166756(P2012-166756A)
【公開日】平成24年9月6日(2012.9.6)
【年通号数】公開・登録公報2012-035
【出願番号】特願2011-31090(P2011-31090)
【国際特許分類】
   Ｂ６２Ｋ  19/38     (2006.01)
   Ｂ６２Ｊ  23/00     (2006.01)
   Ｂ６２Ｌ   3/00     (2006.01)
   Ｂ６２Ｊ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６２Ｋ  19/38    　　　　
   Ｂ６２Ｊ  23/00    　　　Ｃ
   Ｂ６２Ｌ   3/00    　　　Ｚ
   Ｂ６２Ｊ  25/00    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月9日(2014.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車体フレーム（２０）の下部に設けられるブレーキペダル（５２）と、このブレーキペ
ダル（５２）に連結されると共に前記車体フレーム（２０）の下部に固定され油圧を生じ
させるマスターシリンダ（５３）と、このマスターシリンダ（５３）に配管を介して連結
されると共に前記車体フレーム（２０）に固定され余剰オイルを溜めておくリザーブタン
ク（５８）とを有する鞍乗り型車両の制動装置において、
　前記リザーブタンク（５８）は、後輪（１４）の上方を覆うリヤフェンダ（８２）の下
方に配置されると共に、前記車体フレーム（２０）の後部を構成し車幅方向左右に設けら
れる左右のリヤフレーム（２３Ｌ、２３Ｒ）の下方で且つ前記左のリヤフレーム（２３Ｌ
）と前記右のリヤフレーム（２３Ｒ）の車幅方向内方に配置され、
　前記リザーブタンク（５８）の車両前方の面（９１）、後方の面（９３）及び車幅方向
内方の面（９２）は、前記リヤフェンダ（８２）から下方に延ばされるリブ壁（１００）
によって囲われていることを特徴とする鞍乗り型車両の制動装置。
【請求項２】
　前記リザーブタンク（５８）の一部は、前記車体フレーム（２０）を車両側方から覆う
左のサイドカバー（７２Ｌ）又は右のサイドカバー（７２Ｒ）から露出するように配置さ
れていることを特徴とする請求項１記載の鞍乗り型車両の制動装置。
【請求項３】
　前記リザーブタンク（５８）は、車両前方から後方へ延ばされる前記車体フレーム（２
０）に固定され同乗者が足を載せるステップ（３２Ｌ、３２Ｒ）を固定するステップブラ
ケット（３１Ｌ、３１Ｒ）と車両長手方向に重なる位置で、これらの左右のステップブラ
ケット（３１Ｌ、３１Ｒ）の上方に且つ前記左のステップブラケット（３１Ｌ）と前記右
のステップブラケット（３１Ｒ）の内方に配置されていることを特徴とする請求項１又は
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請求項２記載の鞍乗り型車両の制動装置。
【請求項４】
　前記リザーブタンク（５８）は、前記ステップブラケット（３１Ｌ、３１Ｒ）の車幅方
向内方に配置されると共に、前記後輪（１４）を揺動可能に支持するクッションユニット
（３９Ｌ、３９Ｒ）の前方に配置されていることを特徴とする請求項３項記載の鞍乗り型
車両の制動装置。
【請求項５】
　前記リザーブタンク（５８）は、前記車体フレーム（２０）に締結部材（８７）により
固定され、この締結部材（８７）の締結軸線の延長線（８７ｊ）は車両外側に露出される
ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項記載の鞍乗り型車両の制動装置。
【請求項６】
　前記リザーブタンク（５８）は、前記リブ壁（１００）の車幅方向外側に配置されると
共に、前記左右のリヤフレーム（２３Ｌ、２３Ｒ）の一方と前記後輪（１４）との間に配
置されていることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項記載の鞍乗り型車両の制動装
置。
【請求項７】
　前記リブ壁（１００）は、車両側面視で前記後輪（１４）の車軸（１０９）より車両前
方に配置されると共に、下端（１００ｂ）が前記後輪（１４）に重なるように延ばされて
いることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項記載の鞍乗り型車両の制動装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項１に係る発明は、車体フレームの下部に設けられるブレーキペダルと、このブレ
ーキペダルに連結されると共に車体フレームの下部に固定され油圧を生じさせるマスター
シリンダと、このマスターシリンダに配管を介して連結されると共に車体フレームに固定
され余剰オイルを溜めておくリザーブタンクとを有する鞍乗り型車両の制動装置において
、リザーブタンクは、後輪の上方を覆うリヤフェンダの下方に配置されると共に、車体フ
レームの後部を構成し車幅方向左右に設けられる左右のリヤフレームの下方で且つ左のリ
ヤフレームと右のリヤフレームの車幅方向内方に配置され、リザーブタンクの車両前方の
面、後方の面及び車幅方向内方の面は、リヤフェンダから下方に延ばされるリブ壁によっ
て囲われていることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　具体的には、左右のピリオンステップブラケット３１Ｌ、３１Ｒの下部に設けた嵌合部
（図２、符号１１５ａ、１１５ａ）に、各々、左右のピボットプレートカバー７３Ｌ、７
３Ｒが取付けられ、左右のピリオンステップブラケット３１Ｌ、３１Ｒの上部に設けた嵌
合部（図２、符号１１５ｂ、１１５ｂ（図手前側の符号１１５ｂのみ示す。））に、左右
のリヤサイドカバー７８Ｌ、７８Ｒが取付けられる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００５３】
　図８に示すように、リザーブタンク５８は、車両前方から後方へ延ばされるリヤフレー
ム２３Ｌ、２３Ｒに固定され同乗者が足を載せるステップ３２Ｌ、３２Ｒを固定するステ
ップブラケット（左右のピリオンステップブラケット３１Ｌ、３１Ｒ）と車両長手方向に
重なる位置で、左右のピリオンステップブラケット３１Ｌ、３１Ｒの上方に配置される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　図８を併せて参照して、リザーブタンク５８は、ピリオンステップブラケット３１Ｌ、
３１Ｒと車両長手方向に重なる位置で、ピリオンステップブラケット３１Ｌ、３１Ｒの上
方で且つ車幅方向内方に配置される。車体に車幅方向外方から力がかかった場合であって
も、リザーブタンク５８は、ピリオンステップブラケット３１Ｌ、３１Ｒによってガード
される。結果、リザーブタンク５８を保護することができる。
 　また、取り外したリザーブタンク５８をピリオンステップ（ステップ３２Ｒ）を利用
して仮止めしてブレーキオイル交換を行うことができるので、メンテナンス性を向上させ
ることができる。
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